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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
ADAMTS9は新規アグリカナ-ゼとして同定されているが､その役割については不明な
点が多い｡本研究では､マウス軟骨細胞様細胞株ADTC5を軟骨細胞へ分化誘導し､その過
程におけるADAMTS9遺伝子の発現をRTLPCRを用いて調べたoまた､生後0日､7週齢､
12週齢のマウスの腰骨成長軟骨におけるADAMTS9の発現局在を､L'Dsltuハイブリダイ
ゼーションと免疫染色を行い､比較検討した｡増殖軟骨細胞と肥大軟骨細胞の同定には､
それぞれPCNAとⅩ型コラーゲンに対する免疫染色を行い､ADAMTS9の発現局在との比
較を行った｡Zn vl'tzvの実験の結果､ADAMTS9遺伝子の発現は､Ⅹ型コラーゲンの発現の
前後で高くなる2相性を呈していた｡1'nT4和の結果では､ADAMTS9は､増殖軟骨細胞層､
肥大軟骨細胞層において発現が見られたが､静止軟骨細胞層では､ほとんど確認されなか
った｡以上より､ADAMTS9は､周辺基質のアグリカンを分解することにより､軟骨細胞
の分化や増殖に関与すると考えられた｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究では､マウス軟骨細胞様細胞株ADTC5を軟骨細胞-分化誘導し､その過程に
おけるADAMTS9遺伝子の発現をRT･PCRを用いて調べた｡また､生後 0日､7週齢､
12適齢のマウスの腰骨成長軟骨におけるADAMTS9の発現局在を､血situハイブリダイ
ゼーションと免疫染色を行い､比較検討した｡増殖軟骨細胞と肥大軟骨細胞の同定には､
それぞれPCNAとⅩ型コラーゲンに対する免疫染色を行い､ADAMTS9の発現局在との
比較を行ったoIDVlわの実験の結果､ADAMTS9遺伝子の発現はⅩ型コラーゲンの発現
の前後で高くなる2相性を呈していた｡ )'n v:lvoの結果では､ADAMTS9は､増殖軟骨細
胞層､肥大軟骨細胞層において発現が見られたが､静止軟骨細胞層では､ほとんど確認さ
れなかったO以上より､AI)AMTS9は､周辺基質のアグリカンを分解することにより､軟
骨細胞の分化や増殖に関与すると考えられるOこれは重要な知見を得たものとして価値の
ある業績と認める｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認める｡
